
　

釡
石
支
店
は
今
年
度
、
地
域
の
公
民
館
や

唐
丹
営
農
組
合
と
共
に
耕
作
放
棄
地
を
活
用

し
て
稲
作
体
験
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

４
月
22
日
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
や

地
域
住
民
、
支
店
職
員
な
ど
約
30
人
が
参
加

し
て
田
ん
ぼ
の
畦
畔
を
作
る
畔く

ろ

塗ぬ

り
作
業
を

実
施
。
参
加
者
た
ち
は
ジ
ョ
レ
ン
や
鍬
な
ど

の
農
具
を
使
い
、
農
家
か
ら
教
わ
り
な
が
ら

手
作
業
で
丁
寧
に
土
を
塗
り
付
け
ま
し
た
。

齊
藤
金
浩
支
店
長
は「
非
農
家
出
身
の
職
員

が
多
い
た
め
、
こ
の
体
験
を
通
し
て
農
家
の

気
持
ち
を
知
り
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
支
店

を
目
指
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
も
農
業

を
伝
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
も
地
域

住
民
や
子
ど
も
た
ち
と
行
う
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
４
月
16
日
、
笹
間
支
店
の
新
築
移

転
に
伴
う
開
所
式
を
新
店
舗（
花
巻
市
北
笹

間
）で
開
き
ま
し
た
。

　

開
所
式
に
は
、Ｊ
Ａ
や
笹
間
地
区
の
総
代
、

農
家
組
合
長
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
阿
部
勝

昭
組
合
長
な
ど
が
玉
串
を
奉
奠
し
、
新
店
舗

の
発
展
と
建
物
の
安
全
、
旧
店
舗
の
解
体
に

係
る
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
阿
部
勝
昭
組

合
長
は「
農
家
所
得
増
大
と
地
域
の
活
性
化

に
向
け
て
、
こ
の
支
店
が
新
た
な
拠
点
と
な

る
。
支
店
を
拠
り
所
に
し
て
農
業
振
興
と
地

域
活
性
化
に
向
け
て
力
を
尽
く
す
」と
力
強

く
話
し
ま
し
た
。

　

同
支
店
の
旧
店
舗
は
今
後
解
体
さ
れ
、
駐

車
場
に
整
備
さ
れ
た
の
ち
、
８
月
中
旬
に
工

事
の
全
工
程
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
は
４
月
27
日
、
今
年
度
の
子
育
て
支

援
事
業「
わ
い
わ
い
子
育
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
」を
始
め
ま
し
た
。

　

ス
ペ
ー
ス
は
、
子
育
て
中
の
女
性
と
そ
の

家
族
を
対
象
に
、
気
軽
に
集
ま
れ
る
憩
い
の

場
と
し
て
毎
月
第
４
金
曜
日
を
基
本
に
、
農

協
野
田
神
社「
洗
心
館
」（
花
巻
市
野
田
）で

開
設
。
季
節
に
合
わ
せ
て
工
作
や
簡
単
な
お

や
つ
作
り
を
行
い
ま
す
。

　

初
回
は
４
組
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
会
員
た
ち
と
遊
ん

だ
ほ
か
、
生
活
福
祉
活
動
リ
ー
ダ
ー
の
藤
根

悦
子
さ
ん
協
力
の
も
と
、
簡
単
お
や
つ
作
り

に
も
挑
戦
。
親
子
で
協
力
し
な
が
ら
さ
く
ら

も
ち
作
り
を
楽
し
み
、
そ
の
後
は
参
加
者
全

員
で
食
べ
て
交
流
を
更
に
深
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
４
月
、
平
成
30
年
度
集
落
委
員
委

嘱
状
交
付
式
を
各
地
域
で
開
き
ま
し
た
。

　

花
巻
地
域
１
５
４
人
、
北
上
地
域
82
人
、

西
和
賀
地
域
31
人
、
遠
野
地
域
１
０
０
人
の

集
落
委
員
が
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

４
地
域
合
わ
せ
て
３
６
７
人
の
集
落
委
員
た

ち
は
、
農
家
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
を
密
に
す
る
懸

け
橋
を
担
い
、
地
域
農
業
の
発
展
や
地
域
の

活
性
化
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
集
落
委
員
を
４
年
以
上
務
め
、
平
成

29
年
度
末
で
退
任
さ
れ
た
21
人
の
方
々
に
、

感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

花
巻
地
域
は
４
月
13
日
、
花
巻
市
内
の
温

泉
で
行
い
、
任
命
者
一
人
一
人
を
呼
名
し
た

あ
と
、
阿
部
勝
昭
組
合
長
が
代
表
者
に
委
嘱

状
を
手
渡
し
ま
し
た
。

年間通じて稲作体験 　釜石支店が地域住民と共に畔塗り作業

支店を拠り所に農業・地域振興を 　笹間支店開所式

子育て女性の味方 　今年度の「わいわい子育てフリースペース」を開始

農家とＪＡの“懸け橋”担う 　平成30年度集落委員委嘱状交付式

　
Ｊ
Ａ
は
、
管
内
で
生
産
す
る
青
色
系
統
の

花
を「
花
巻
ブ
ル
ー
」と
名
付
け
、
管
内
産
の

花
き
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
花
巻
駅
で
４
月
21
日
に
開
か
れ
た
蒸

気
機
関
車「
Ｓ
Ｌ
銀
河
」の
出
発
式
で
は
、
満

開
に
咲
き
誇
る
ク
レ
マ
チ
ス
20
鉢
を
並
べ
、

会
場
を
彩
り
ま
し
た
。
鹿
踊
り
の
披
露
や
Ｓ

Ｌ
銀
河
の
出
発
を
、
可
憐
な
青
色
の
花
で
更

に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
Ｓ
Ｌ
銀
河

の
乗
客
に
月
ご
と
の「
花
巻
ブ
ル
ー
」を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
企
画
は
今
年
度

も
行
い
、
初
回
と
な
る
５
月
13
日
の「
母
の

日
」に
は
車
両
内
で
抽
選
会
を
開
き
、
当
選

者
に
ク
レ
マ
チ
ス
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
予
定

で
す
。
営
農
部
園
芸
販
売
課
の
中
村
俊
平
さ

ん
は「
プ
レ
ゼ
ン
ト
企
画
が
４
年
目
を
迎
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
広
が
り
を
見
せ
て
き
た
。

今
年
度
も
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
し
て
、
更
に
発
展

さ
せ
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

　
（
一
社
）南
部
杜
氏
協
会
は
４
月
３
日
か
ら

６
日
の
４
日
間
、
花
巻
市
石
鳥
谷
町
で
新
酒

の
出
来
栄
え
を
競
う「
第
99
回
南
部
杜
氏
自

醸
清
酒
鑑
評
会
」を
行
い
ま
し
た
。

　

北
海
道
か
ら
岡
山
県
ま
で
27
都
道
府
県
、

１
４
８
の
蔵
元
か
ら
吟
醸
酒
３
３
５
点
、
純

米
吟
醸
酒
２
４
４
点
、
純
米
酒
１
６
４
点
合

わ
せ
て
７
４
３
点
を
審
査
し
ま
し
た
。
５
日

に
行
わ
れ
た
第
２
審
で
は
、
第
１
審
を
通

過
し
た
吟
醸
酒
１
６
８
点
、
純
米
吟
醸
酒

１
０
７
点
、
純
米
酒
68
点
を
仙
台
国
税
局
や

（
公
財
）日
本
醸
造
協
会
な
ど
か
ら
参
加
し
た

審
査
員
13
人
が
香
り
と
味
の
調
和
な
ど
を
審

査
し
ま
し
た
。

　

岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
米
倉
祐
一

醸
造
技
術
部
長
は「
昨
年
８
月
の
日
照
不
足

の
影
響
で
砕
け
や
す
い
米
だ
っ
た
が
、
う
ま

く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、
毎
年
技
術
が

向
上
し
て
い
る
。
今
年
は
す
っ
き
り
と
し
た

お
酒
が
多
い
」と
評
価
し
ま
し
た
。

青色花き「花巻ブルー」が会場彩る
ＳＬ銀河出発式

新酒　年々技術向上
第99回南部杜氏自醸清酒鑑評会
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の 話
題

農具を使い、手作業で昔ながらの畔塗り作業を進める支店職員たち

玉串を奉奠し、新店舗の発展を祈願する阿部組合長

協力しながら、さくらもちを作る親子

阿部組合長から委嘱状を受け取る集落委員

Ｓ
Ｌ
銀
河
出
発
式
を
彩
っ
た
ク
レ
マ
チ
ス

香
り
や
味
の
出
来
栄
え
を
確
か
め
る
審
査
員
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